
災害発生日時　　　　　　　　　　　　

被 部門 製造グループ 雇用形態 正社員　、派遣、契約、その他（　　　　　）

災 年齢 　29歳 性別：　男　　女 勤続年数 ７年 経験年数 ４年

者 傷病名

傷病部位

  連続式メディア型分散機で顔料分散をする 状況概略（写真orイラスト） 　　　　　

災 準備をしていた。

  移動槽をセットしアースクリップを取り付けよう

害 とした。

  アースクリップが保管されている場所は腰より

発 低かったので、屈んでアースクリップを取った。

  立ち上がった際、腰に痛みを感じ、動けなく

生 なった。

状 【追記】

　被災者の職場は、始業前に体操は実施して

況 いますが、腰痛予防を目的とした体操は、実施

していませんでした。

災害の型※１）　　9．動作の反動、無理な動作 作業の形態：定常、非定常、その他（　　　　　）

起因物：　 特記事項

1.人的要因(man)

原   好ましくない姿勢で作業を行った。

因 2.物に関する要因（machine）

分   

類 3.環境要因（media)

4.管理的要因（management)

　腰痛予防体操を実施していなかった。

・作業の姿勢・動作の注意事項を再教育しました。

対 ・始業前に実施している体操に、腰痛予防体操を追加しました。

・職場に腰痛予防体操のやり方を掲示しました。

策

対策分類
※2)

： 1-6教育

※１）
①から選択

※２）
②から選択（複数可）

発生会社　事業所 　

病名　（ 腰痛   ）　　

　腰

災害区分 　　　　　微傷災害　　　　　　 不休災害　　　　　　　　　　　 休業災害　(休業：△日）

　　　　　　　　　労働災害状況調査表 

　2014年　6月17日（火）　　11時45分　　　天候（　晴　）　温度（　　　℃）湿度（　　％）

アースクリップ保管場所

膝を伸ばしたまま、腰だけを曲げてアースク

リップをとった。
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